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第 ５ １ 回  明 石 市 環 境 審 議 会 

平成２４年１１月１３日（火）午後 ３時００分～ 

場所：明石市生涯学習センター学習室１ 

 

○会長    皆様、こんにちは。それでは定刻となりましたので、第５１回明石市環境

審議会を開催いたします。 

       本日は、お忙しい中御出席いただきまして、誠にありがとうございます。  

まず本日の審議会の成立について、事務局より報告をお願いします。 

 

○事務局Ａ  事務局の環境総務課長のＡでございます。 

 

≪ 環境審議会成立の確認≫ 

 

○会長    ありがとうございました。次に、８月１日付で審議会の委員に変更があり

ましたので、事務局より報告をお願いします。 

 

○事務局Ａ  それでは、お手元の明石市環境審議会員名簿をご覧ください。 

       

≪審議会委員の変更について≫ 

 

○委員Ｃ   失礼いたします。関西電力明石営業所のＣと申します。６月末からこちら

のほうで仕事することになりました。平素は節電など、いろいろ御迷惑、御

心配をおかけしておりますけど、今後とも御理解、御協力賜りますよう、よ

ろしくお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○事務局Ａ  どうもありがとうございました。それでは、名簿順に前回御欠席されてお

りました委員Ｄ、お願いします。 

 

○委員Ｄ   初めまして、Ｄと申します。明石の商工会議所女性部の会長をさせていた

だいております。前回、たまたま私どもの会議と重なっておりまして欠席さ
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せていただきました。今回が初めてです。女性部として、この中に書いてあ

りますマイ箸とかいうようなことは、私どもも現在実践させていただいてお

ります。それと私の会社というか仕事上、この中に書いてある分では、明石

の歴史のものを保存するというようなことにも、関心を持たせていただいて

おります。今日はこれから勉強させていただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 

○事務局Ａ  ありがとうございました。委員Ｆお願いします。 

 

○委員Ｆ   前回欠席しまして、今回が初めての参加となります。三木市のほうにあり

ます兵庫県北播磨県民局加古川流域土地改良事務所のＦでございます。仕事

のほうは、田んぼや水路、ため池の改修などの整備をやっております。いな

み野ため池ミュージアムという、地域住民の皆さんが集まって、次世代にた

め池を中心とした自然環境を守っていこうというような取り組みをやってお

りますので、その関係で参加させていただいております。よろしくお願いし

ます。 

 

○事務局Ａ  ありがとうございました。それでは最後に委員Ｈ、お願いします。 

 

○委員Ｈ  こんにちは、気候ネットワークのＨと申します。気候ネットワークはＮＰＯ

法人で地球温暖化防止に取り組んでおります。国際交渉から国内政策の提言、

それから地域での活動、また環境教育という形で幅広く取り組みを進めてい

るＮＰＯです。私自身普段は京都のほうにおりまして、再生可能エネルギー

や環境政策などを専門にさせていただいておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

○事務局Ａ  ありがとうございます。それでは会長、お願いいたします。 

 

○会長    どうぞよろしくお願いいたします。  

       それでは、第５１回明石市環境審議会次第をご覧いただけますでしょうか。
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１、議事が明石市環境レポート２０１２（案）について、となっておりまし

て、２が第１２回自然環境部会の報告について、３、その他となっておりま

す。 

それでは次第に基づきまして、１の議事、明石市環境レポート２０１２

（案）について、事務局より説明をお願いします。 

 

○事務局Ｄ  失礼いたします。環境総務課計画係のＤと申します。私のほうからは議

事１、環境レポート２０１２の内容について、お配りしております資料１、

資料２を使用しまして、御説明させていただきます。どうぞよろしくお願い

いたします。失礼いたします、座ってご説明させていただきます。 

       まず初めに、本日机の上に資料３の差しかえと、環境レポートの正誤表と

いうことで１部資料を配付しております。こちらのほうも御参照いただけま

したらと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

       本日御出席いただいております審議会委員の皆様の中には、今回初めて環

境レポートに関して御審議いただく委員の方も多くおられます。まず、初め

に環境レポートとはどのようなものなのかということを御説明させていただ

きます。 

       それでは資料１をご覧ください。中ほどの枠内に明石市の環境の保全及び

創造に関する基本条例第１８条を抜粋しております。括弧書きで年次報告書

と記載しておりますが、これが環境レポートに当たります。環境レポートは、

この条例に基づき作成、公表しております。本条例にありますように、環境

基本計画の適正な進行管理を図るため、毎年環境の状況や、講じた施策等に

ついて報告書を作成し市民へ公表することとなっております。また、第２項

に年次報告書の作成に当たっては審議会の意見を聞くこととなっております。

本日の審議会がこれに当たります。公表までのスケジュールにつきましては、

資料１にも記載しておりますが、後ほど次第３のその他で詳しく御説明させ

ていただきます。 

       なお、今回作成の環境レポート素案につきましては、昨年度から大きく４

点ほど変更させていただいております。変更点の説明につきましては、内容

の説明と合わせて行ってまいりたいと考えていますので、よろしくお願いい
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たします。 

       それでは、資料２に沿って御説明させていただきます。まず１ページ目の

目次をお開きください。本市では昨年度、第２次明石市環境基本計画を策定

し、その計画の基本方針として低炭素社会の実現、自然共生社会の実現、循

環型社会の実現、安全・安心社会への実現のほか、横断的施策を推進するこ

とを掲げております。この基本方針に基づく取り組みを市民の皆様にわかり

やすく公表するために、今年度より、新たに目次の４、５、６を追加してお

ります。そして環境基本計画に沿った内容になるようにレポート全体の構成

を見直しております。 

       ２ページをご覧ください。こちらは環境レポート以外に本市が発行してお

ります環境に関する計画書等の資料について説明しております。新たなもの

としましては、昨年度策定いたしました第２次明石市環境基本計画と、一般

廃棄物処理に関する計画書としまして「みんなでつくる循環型のまち・あか

しプラン」の２種類がございます。３ページの下部には第２次明石市環境基

本計画の策定記念として開催いたしました、断捨離講演会を紹介しておりま

す。 

       続きまして、４ページをご覧ください。ここでは低炭素社会の実現に向け、

「ストップ温暖化！低炭素社会のまちあかしプラン」に基づき行いました取

り組みについて、記載しております。中ほどの表には市内の温室効果ガス排

出量の現状を記載しております。現在入手できる最新のデータである平成２

１年度の値を、基準年度となる平成２年度と比較しますと１８．２％の減少

となっております。 

       ５ページには、市が実施した施策、取り組みとして太陽光発電設備の設置

補助金、またグリーンカーテンの普及啓発等について記載しております。グ

リーンカーテン普及のために行いました資材の配布では、予定数を大幅に上

回る市民の方に御来場いただくという結果になり、温暖化対策や緑化に対し

ての市民の関心の高さが伺えたものとなりました。 

 続きまして、６ページをご覧ください。ここでは自然共生社会の実現に向

け「つなごう生きもののネットワーク 生物多様性あかし戦略」に基づき行

いました取り組みについて記載しております。明石を代表する自然といたし
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ましては、ため池や海、河川などの水辺が多くございます。それらの水辺で

の取り組みのほか、市が実施します自然環境調査についても触れております。

６ページに記載のため池環境保全では、ミシシッピアカミミガメについて少

し触れております。これは昨年度から新たに実施している外来種調査に関す

るものです。これらの調査に関しますことは後ほど自然環境部会のほうで改

めて御説明いたします。 

 それでは８ページをご覧ください。ここからは本年度追加いたしました新

たな項目になっております。８から１０ページに循環型社会の実現に向け

「みんなでつくる循環型のまち・あかしプラン」に基づき行いました取り組

みについて記載しております。８ページ中ほどの表をご覧いただきますと、

平成２３年度の市全体のごみ処理量は、基準年度であります平成２２年度と

比較して減少していますが、家庭系の燃せるごみについては一人当たりの排

出量が若干増えております。また、可燃ごみの性状を把握するため行った分

析の結果では、家庭系、事業系とも、資源化できる紙、布類が３割程度含ま

れており、さらに分別の徹底を図っていく必要があります。「みんなでつく

る循環型のまち・あかしプラン」では、よく言われます３Ｒ、改めて申し上

げますと、リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生

利用）を推進していくこととしておりますが、中でもごみの発生抑制を最優

先に取り組む必要があります。そこで昨年度の取り組みとしましては、ライ

フスタイルの見直しとして、スーパー等の事業者や消費者団体とレジ袋削減

に関する協定を締結し、本年の４月１日より市内のスーパー等でレジ袋の無

料配布を取りやめております。また、生ごみ減量化への取り組みの推進とし

まして、段ボールコンポストの基材の配布及び段ボールコンポストに関する

講習会を実施しております。 

       次に１１ページをご覧ください。こちらも新たな項目で、安全・安心社会

の実現への取り組みに関する記載となっております。市民が安心して暮らせ

る生活環境を提供するため、大気や水質、また騒音や有害化学物質等の常時

監視測定を行うなど、環境汚染の実態把握に努めております。 

       続きまして１２ページをご覧ください。こちらの項目までが今年度新たに

追加した項目になっております。これまで御説明いたしました全ての社会の
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実現につながるものとして、横断的施策に関する取り組みを記載しておりま

す。環境に対する意識改革や環境に調和したライフスタイルへの転換につい

て、また明石のすばらしさを後世に継承するための取り組みを記載しており

ます。 

       １３ページをご覧ください。ここでは明石市の目指す環境像を実現するた

めの協働の取り組みとして、「エコウイングあかし」の活動を記載しており

ます。「エコウイングあかし」とは環境基本計画に掲げる施策をパートナー

シップで実践するために平成１９年に設立された組織で、市民や事業者、学

校など、さまざまな立場や年代の人々で構成される団体となっております。

「エコウイングあかし」の活動については、昨年度の環境レポートから記載

方法を変更しております。「エコウイングあかし」には、ライフスタイル、

エネルギー、自然の３つのグループがあり、昨年度までは各グループが掲げ

たリーディングプロジェクトごとに取り組み内容を記載しておりましたが、

昨年度策定された第２次明石市環境基本計画では、より広域的、横断的な活

動が必要とされることから、このリーディングプロジェクトの枠を取り払い

活動を実践することとなりました。本レポートにおいても枠に捉われない表

現に変更しております。１４ページには「エコウイングあかし」の全体の活

動を、１５ページ、１６ページには各グループの活動をそれぞれ参加または

実施したイベントを中心に記載しております。「エコウイングあかし」では、

多くの活動を行っており詳細までは記載できませんので、市民の方がレポー

トを読まれてわかりやすく伝わるよう、文字は少なく写真を多めに使用して

おります。また、詳しく活動について知りたい方には、ホームページを閲覧

していただくよう１７ページに「エコウイングあかし」ホームページについ

て紹介しております。 

 続きまして１８ページをご覧ください。ここから２２ページまでは明石市

環境マネジメントシステムに関する記載となっております。１８ページは明

石市環境マネジメントシステムについての説明となっております。本市では

平成１２年度に環境マネジメントシステムを導入し、環境施策の推進のほか、

省エネの促進やエコオフィス活動に取り組んでまいりましたが、第２次明石

市環境基本計画を初め３つの環境に関する個別計画が策定されたこと、また
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エコオフィス活動については定着してきたことから、今後の環境マネジメン

トシステムについてはこの３つの個別計画及び環境基本計画の進捗管理に重

点を置くこととしております。 

１９ページには環境マネジメントシステムを運用するに当たり、どのよう

に目標を設定し、取り組んだのかについて記載しております。目標の設定方

法につきましては昨年度見直しを行い、従来の環境貢献・取り組み編は、環

境貢献・エコ活動編と施策編に分類し、環境貢献・エコオフィス編は省エネ

法により進捗管理することといたしました 

２０ページ、２１ページにはそれぞれの結果について記載しております。

２０ページ記載の環境貢献・エコ活動編では、期待を上回るものと期待どお

りのもので、合わせて８３．８％、期待を下回るものが１６．１％となって

おります。２１ページ記載の環境貢献・施策編では、期待を上回るものと期

待どおりのもので、合わせて８９．１％、期待を下回るものが８％となって

おり、残念ながら未実施のものが３％となっております。ただ、未実施の４

項目につきましても、関係機関との調整や協議が必要になるとの理由で、全

く何も実施していないわけではなく各課が自己評価として厳しく判断された

ものと捉えております。 

また、コピー用紙、ガソリン等の使用実績については２０ページ下段に記

載しております。数値だけで見ますと、平成２２年度の実績から大幅に増加

しておりますが、これは昨年度まで対象外になっていた下水処理場などの市

庁部局以外の出先施設を一部含む記載にしているためです。省エネの取り組

みは市全体として行っているため、来年度以降につきましてもこのような記

載をしてまいりたいと考えております。 

そのほか、２１ページ中ほどには市民に展開した事例を紹介しております。

中でも天文科学館では、再生可能エネルギーの利用を広く市民に啓発するた

め「太陽光発電進歩ジウム」を開催しております。実際に設備を導入された

市民による事例発表や、明石市の実施する太陽光発電設備設置に対する補助

金制度の紹介など、日常業務の枠に捉われない事業展開を実施しております。 

２２ページでは明石市の内部環境監査について記載しております。昨年度

の監査では各課の実施した取り組みについて、「ここはできていない」とい
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ったあら探しをするのではなく、「ここは優れている」といった具合に、他

課に対して模範となる手本を見つけ出し、庁内に広めていくという形をとっ

ております。中ほどの枠内では、その例を一部ですが記載しております。 

       続きまして、２３ページをご覧ください。ここから３８ページまでは表と

なっており、庁内各部署がどのような取り組みを行ったかをまとめておりま

す。先ほど御説明いたしました２０ページ、２１ページの取り組みの結果に

ついては、ここでの評価をまとめたものとなっております。 

       最後になりますが、最終ページの３９、４０ページはアンケートのお願い

となっております。この環境レポートをご覧いただいた方から御意見を頂戴

し、来年度以降の改善に役立てようとするものとなっております。 

 レポート素案の説明については、以上でございます。ありがとうございま

した。 

 

○会長    ありがとうございました。ただいまの事務局からの説明につきまして、御

質問はないでしょうか。マイクをお使いいただきますようにお願いいたしま

す。何か御質問はございませんでしょうか。はい、委員Ｇお願いします。 

 

○委員Ｇ   １５ページのエネルギー、エコドライブの推進。ここで４つ書いてありま

す。その下にエコドライブ推進コンソーシアム全国大会に参加、と書いてあ

りますが、これは全国環境会議だったと思います。このエコドライブだけで

全国大会を開いたというわけでなしに、もっとたくさんのテーマがあってそ

の中にエコドライブが含まれていたということなので、この全国大会の題名

をもう一回確認していただけませんでしょうか。 

 

○会長    これは、題名を確認していただくということでよろしいでしょうか。書く

ところはこの位置でよろしいでしょうか。事務局の方で確認よろしくお願い

いたします。 

 

○事務局Ｂ  再度確認させていただきます。 
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○会長    私から伺ってよろしいでしょうか。２ページ、３ページのところに、２ペ

ージの１、報告書をご覧いただくにあたって、編集方針、その次に主な関連

資料の一覧、入手方法と書いてありますね。この２ページ、３ページでその

入手方法に当たるところはどこになるのでしょうか。 

 

○事務局Ｄ  申し訳ありません。これは訂正漏れです。一番後ろの３９ページ、アンケ

ートのところにウェブサイトということでエコイストというものが載ってい

ますが、これが当初２ページ、３ページに記載されておりました。構成上後

ろに移動させたのですが、文言だけがここに残っているという形になってお

りますので、ここは訂正を加えさせていただきます。この入手方法というの

は、後ろになりますので、この文言を３９ページのほうに差しかえさせてい

ただきたいと思います。 

 

○会長    では２ページの入手方法は削除ですね。それが３９ページに行くというこ

とでよろしいでしょうか。 

では何かほかにございませんか。御質問がなければ御意見を伺いたいので

すが、この環境レポートの２０１２の素案につきまして、何か御意見はござ

いませんでしょうか。はい委員Ｂお願いします。 

 

○委員Ｂ   Ｂです。ちょっと確認ですが、資料のデータで４ページの温室効果ガスの

排出量ということで、先ほど実績が２１年ということで出ておりました。２

年も実績が過ぎていて古いデータですけれども、２１年度までしか出て来な

いというのは、市全体となるとなかなか出にくいのですか、ちょっと確認で

す。 

 

○会長    データが少し古いようですが、もう少し新しくできないかということにつ

きまして、いかがでしょうか。 

 

○事務局Ｂ  事務局のＢです。こちらのデータにつきましては、「ストップ温暖化！低

炭素社会のまちあかしプラン」に基づきましてデータの収集をしているとこ
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ろですが、国のほうで定められています市内全域の温室ガスデータの収集方

法があります。非常に項目数も多いもので１年間のデータが確定してからの

調査ということがございまして、１年遅れと言いますか、一昨年のデータと

いう状況になっております。今年度につきましては、平成２２年度のデータ

の収集をしておりまして、その報告をさせていただきだきますのが、来年の

レポートになってしまうというところで、もう少し早い段階でのデータの収

集が可能かということについて、さらに検討していきたいと考えております。 

 

○会長    もちろん今年のことはすぐに反映できないと思うのですが、それにしても

このデータが古いのではないかということですが、そういう事情があって確

認するまで遅れているということです。よろしいですか。ほかにいかがでし

ょうか。 

 

○委員Ａ   Ａでございます。素人なのでよくわからないのですが、この間クリーンセ

ンターへ行って見学をしました。明石のごみ処理の状況について詳しい説明

を聞きいろいろ勉強させていただきました。このレポートは細部に渡ってか

なり詳しくデータも出しておられるので、それ自身は非常にありがたいなと

思うのですが、最後のほうになったらしんどくなって読む気がしません。最

後の各部局の細かいのが何十項目ぐらいあるんですかね。関心のある部局の

取り組みについて勉強して、それなりにいろいろ議論をして改善を図ってい

くということは、それはそれで必要だと思いますが、全体として骨太く、明

石の環境がよくなっているのか、悪くなっているのか、現状維持なのかとい

うことがもう一つ釈然としません。私自身、理解できないと思ったというの

が率直な感想です。職員の方が非常に努力されて、よく頑張って、資料収集

もされ、最後にアンケートもつけているということは、よいことだと思いま

す。このアンケートがまたいろいろな形で出て集約された結果がどうなるか

ということは、ある意味一つの楽しみでもあるわけですけれども、今年は何

と言いましても、先ほどおっしゃったように節電問題が大変大きな問題にな

ったのですが、それが全体として一体どうなのかという評価と言いますか、

その辺の御意見を伺いたいと思うわけでございます。以上でございます。 
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○会長    ありがとうございます。この２３ページから３８ページに渡る事業評価表

というのがすごく長くあるわけですが、非常にページ数を押さえている割に

は複雑過ぎて見る気がしないということですね。その割には市民の生活の現

状が余りわからないというような御意見だと思います。ごみにつきましても

８ページから９ページに非常にわかりやすくまとめていただいているのです

が、明石市全体としていいのか、悪いのか、みたいなものがわかりにくいと、

なかなかそれを表現するのは難しいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

○委員Ａ   追加的に申し上げますと、クリーンセンターに寄せていただいたときに実

に近代的な設備で粉末にできるものは粉末にする、再生できるものは再生す

る。とにかく、ごみとして捨てたものを再生して区分けしているという品物

をずらっと見せていただいたのですが、立派なものです。よくこんな物を捨

てるなという感じがしたんですけれども、そういったこともありますし、そ

んなことも大いに称揚していただくのもいいことなんじゃないかなという感

想を持ちましたので、つけ加えさせていただきたいと思います。 

 

○会長    ありがとうございます。逆に頑張っているということが、このレポートを

通じて余り伝わってこないので、そういうところがもう少し反映できればい

いなということです。副会長、いかがでしょうか。 

 

○副会長   今の御意見、もっともだと思うのですが、目次のところを見ていただいた

らわかりますように、各事項が低炭素、循環型ということで全部これが並列

に並んでいるんですね。ずっと並んでいるから、どこが特徴なのかもよくわ

からないし、よくわかることは書かれているからわかるのですが、２から６

までが計画全体のことがあって、あとエコウイングあかしが７、そしてマネ

ジメントシステムということになっていますので、昨年度のレポートも１か

ら８までになっているのですが、ここをもう少し仕分けをしたらどうかなと

いう気がいたします。 

それともう 1 つは、まとめということで報告書をご覧いただくにあたって、
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その後に今年度の特徴ということで 1 ページか半ページぐらいで、温暖化で

あるとか循環型社会、その辺をトピック的に今年やったということを１枚も

のでつけておくということが一つには必要になるのかなと思っております。 

       私の意見を申し上げてよろしいでしょうか。あと２ページのところですが、

報告書をご覧いただくにあたってということで、一番冒頭のところに平成２

３年度の報告と２４年度の予定を記載していますと書かれているのですが、

その予定というのが２３年度はこうであって、何をしなければならない、こ

ういう必要があるというのが書かれているところもあるし、書かれていない

ところもあります。２４年度の予定ということでＰＤＣＡの、このアクショ

ンのところをどこかにまとめて書くとかはできないのかなという気はいたし

ます。例えば、４ページの温暖化のところですが、１８．２％減少というこ

とで、もう達成はしているということになるのですかね。それで家庭と業務

分はかなり増えていますよね。あと産業・運輸とかが減っているということ

で、その産業の部分で減っているのは、これは減っているからいいというふ

うにするのか、もし２４年度の予定とかを書くということであれば、産業政

策との絡みでコメントする必要があるのかなという気がいたします。それは

ごみのところも一緒で、そういう問題があったということが報告の中ではあ

ったかと思います。 

       あと、長くなって申しわけないのですが、３のところの自然共生ですが、

私も今回初めて部会にも出席させていただいたのですが、ここの部会でも魚

の種類など途中報告なので数を出すのは問題があるのかもわかりませんが、

どのような状況だったか、数とか種類がどれぐらいあったとか、ということ

も出ていますので、その並びから言うと温暖化に数値があって、この自然共

生のところで数値がなくて、ごみにあって、というふうな形になっています

ので、少し数値を入れて補強をしていただけないかなというふうなことです。 

       あともう１点、２３ページ以降ですが、目標が９１％とか８９．１％でき

たというのが２０ページ、２１ページにあります。ここに達成度ありますの

で表はもう割愛して、ここで◎や×がついたものがどんなものであったかと

いうことについてコメントを入れて、それを合わせて２４年度の予定とかに

絡めて書くか、何か工夫をしていただければという気がいたします。 
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私も初めてなもので、昨年度の報告書がここにありますが、昨年度と同じ

ような形でいくというのであればそれで結構なので、ちょっと意見だけ申し

上げたというところです。 

 

○会長    詳しい御意見をありがとうございました。まず目次で低炭素社会や自然共

生社会、循環型社会など同列に並んでいるので、もう少し構成を工夫できな

いかということです。このレポートを根底から変えることになるかもわから

ない非常に難しい問題で、今すぐお答えすることはできないかと思うのです

が、それも検討してみたらどうかということですね。 

それと、今年度の特徴みたいなトピックを入れられないかということです

が、それは先ほどの委員Ａの御意見と共通しますね。何か記憶にあるような

最近のことが書かれていないので、まず開いたときに最近の記憶として、あ

あこういうことがあったなということ、特に力を入れて取り組んだようなこ

とを入れてはどうかということがありますね。 

       それと、２ページの冒頭の書き出しのところで２３年度の報告及び２４年

度の予定を掲載していますとなっていますが、先ほどの委員Ｂの御意見も総

合的に考えると、実際に低炭素社会のところは２１年度の報告になっていま

すし、必ずしも２３年度の報告ではないと、２１年度のデータが出ていると

ころもあるし、ここで２３年度の報告と言ってしまうとちょっと問題がある

のではないかと。２３年度と限定してしまうと、内容が違うところがあると

いうことと、副会長の御意見ですと、ＰＤＣＡのＡのアクションについても

う少し具体的な説明とかがいるのではないかということです。 

 

○副会長   書いているところもあるし、書いていないところもある。どう書いたらい

いのかはちょっとわかりませんが。 

 

○会長    たくさんの意見をいただきましたので、その点について、市としての考え

はいかがでしょうか。ちょっと難しいですが。 

 

○事務局Ｂ  １つは２４年１月に第２次明石市環境基本計画を策定したため、今年度の
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環境レポートの構成を見直しさせていただきました。この計画の中で、「ス

トップ温暖化！低炭素社会のまちあかしプラン」、「生物多様性あかし戦略」、

「みんなでつくる循環型のまち・あかしプラン」という３つの個別計画を、

環境基本計画の下に位置する３本柱の計画として整理させていただきました

ので、このレポートでも低炭素社会と生物多様性と循環型社会の３つを併記

させていただいています。今御指摘をいただきましたように、環境基本計画

の３本柱という表現が抜けておりますので、個別計画を併記しているという

形になっています。 

       それと、２３年度の報告及び２４年度の予定ということで２ページに書か

せていただいていますが、基本的には２３年度にどのような活動を市はして

きたかという内容を中心にまとめさせていただいています。御指摘がござい

ましたように、地球温暖化対策の部分につきましては、データ収集がちょっ

と間に合っておりませんので、少し前の年度になっていますが、そのほかの

数値的なものにつきましては、基本的に２３年度のデータを入れているとい

うところです。２４年度の予定部分につきましては、確かに御指摘にありま

したように一部触れていたり、触れていなかったりというところがございま

したので、そこの記載方法ついては検討する必要があるかと考えております。 

 

○会長    ２３年度報告というところは、２３年度を中心とした報告ということで内

容は整合するのではないかと思うので、そういうふうに言ってはどうかと。

今の副会長からの御意見、事務局からのお答えでも基本計画に個別計画がぶ

ら下がっているとすると、基本計画が先に行くという書き方になるのではな

いかと。それで基本計画の説明が、つまりこの目次で言うと１３ページから

１７ページのところが先にあって、そのあとに個別計画のことが入ると骨組

みがよくわかのではないかと思います。 

       それと、副会長の御意見はまだあって、６ページから７ページの自然共生

のところですが、そこに数値的な表現がないので他の個別計画と同じように

数量的なことを書けないのかということですが、それはいかがですか。 

 

○事務局Ｂ  数量的なものは記入いたします。それとトピックスについては、何か考え
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てみたいと思います。明石の環境に対してのポイントを記載するのはかなり

難しい部分があろうかと考えています。環境行政に携わっている者としては

よくなっているとは思うのですが、やはり相対的な話として比較していくと、

どこがよくなるか、どこを基準にするかというのが非常に困難なところがあ

ります。そういう意味合いで言いますと、例えば明石では２３年度は猛暑日

がなかったなど、少しは書いているのですが、御指摘のようにトピックスの

ような形で表現できたらと思います。検討させていただくという回答でお願

いします。 

 

○会長    今はっきり回答できないとは思いますが、つまり委員Ａも副会長もおっし

ゃっているのは、生々しい情報がないので何かピタッと、こうだったなと思

えるような昨年の記事があれば読みやすいということだと思いますので、御

検討いただきたいと思います。 

 

○事務局Ｂ  環境レポートということで客観的な表現方法に務めているところがござい

ます。「多くの」などの表現は書かないで、事実というのを淡々と述べるこ

とに努めている面はありますけれども、先ほど御意見がありましたように生

物多様性に関することなどは、数値を入れると皆さんもほかと比較しやすい

と思いますので、数値をできる限り入れて実感していただくような形で考え

てみたいと思います。 

 

○会長    多分おっしゃっていることは、市民にこういうことに関心を持っていただ

いてこのレポートを読んでほしいということが根底にあるわけなので、もう

少し市民感覚で読み進めてみたいというようなものがあればいいということ

だと思います。６ページ、７ページなどはきれいな絵が入っていて、非常に

前向きな感じがあるのですが、市の立場としては客観的なデータで固めたも

のを情報提供したいという思いがあると思うのですが、読む側とすれば「も

う少し」という希望ですね。 

それと、副会長からの御意見は２３ページからの表は、市民はあまり関

心がないので、これだけのページを割く必要はあるのかということですね。
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○の数とか、×とか△のところに関して、これはよくできたけどできてい

ないのはなぜなのか、というコメントでまとめたほうがいいのではないか

なということです。 

 

○副会長   それだけでいいと思います、半ページぐらいで。 

 

○会長    はい、委員Ｉ。 

 

○委員Ｉ   Ｉでございます。今の会長、副会長、委員Ａが言われた２３ページ以降で

すが、ある程度フォーマット化した状態でデータを取る感じで、例えば特筆

事項で、うちは特別こういうことは優れていたというようなことを加えても

らうような形にすると、使い勝手がよくなるのではないかと思いました。意

見です。 

 

○会長    だらだらと並べるのではなくて、何か集約したようなことを書いたほうが、

市民にとっては読みやすいということですね。 

 

○委員Ａ   大体起承転結と申しますか、基本計画があって、こういう取り組みをやっ

て、こういう結果が出ましたと、従って問題点はこことここにあって、今後

の取り組みはこういう方向でいきたいと思っています。ざくっとした言い方

で恐縮ですけれども、これだけの資料をつくるのはものすごく苦労されたと

思います。そのことは、私は非常に多とするのですが、会長が言われたよう

に、これをこのまま一般の市民の方に見てくれと言って出したら、どこまで

突っ込んでいくかなという感じを持ったので申し上げた次第です。 

 もう１つ、６ページのため池の環境保全のところにミシシッピアカミミガ

メの話が出てきますね。私は知らなくてびっくりしました。しかも全域に渡

ってあると、非常に貴重なものを食いつぶしていくと、生態系に非常に大き

な影響を及ぼすというような記述があるのですが、今後どういうふうに捕獲

して処理していくかということを鮮明に出していただければありがたいかな

という感じがしています。以上です。 
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○会長    ありがとうございます。つまり市民の目から見て、えっと思うことがさら

っと書かれていて、通り過ぎるみたいな感じがあるので、そういうトピック

とか強調したいところを少し前に出せばいいのではないかという御意見です。 

そして副会長の御意見も２４年度の予定の書き方をもう少し工夫すればい

いのではないかということでしたので、これ今すぐこうします、ということ

はなかなか難しいと思いますので、その出し方を工夫いただきたいと、時間

もないですが、もし可能であればその辺を工夫いただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 

○委員Ｂ   今の話に関連して、ぱっと開けたときに先に総括が書いてあると、今言わ

れたようにこれは市民にかかわる部分がよくできていないというところがす

ごく多いですから、アカミミガメの話も出ましたけど、市民がかわいいとき

は飼っていても、すぐに捨ててしまう、というのも市民に関係しているんで

はないかなということです。ここまでまとめたものを全部直すのは非常に大

変ですので、例えばＡ４用紙１枚ぐらいに副会長も言われたように、全体の

中でここの部分は特にこういう数値は出ているよと、こういうところはすご

く課題ですよと、特に市民に向けてのメッセージみたいなものをまとめたら

どうかなと。そうすると気になる人は細かいデータは出ているので、後で見

る形になるのではないかなと思います。 

 

○会長    そうですね、そうすればあんまり中身を触らなくても市民に対してのメッ

セージはありますね。そういうふうな工夫であればやりやすくなるのではな

いかという御意見です。委員Ｆ。 

 

○委員Ｆ   先ほど言われたように、昨年度はみんな頑張ってきたから、こういうこと

はこうなりましたよ、と。今後はこの取り組みが弱いので、協力をお願いし

ますというようなことを市民に発信すればいいのかなと思います。最初に関

連資料、報告書をご覧いただくにあたって、と書いてありますが、これを読

んでいても市民にご覧いただく内容は余り書かれてないように思います。そ

して最初に主な関連資料、と書いていますので、いきなり関連資料を読んで
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ください、というようなことを言われているのかなと思いますので、関連資

料を読んでくださいと言うことだったらこれでいいんですけど、先にこのレ

ポートを読んでもらいたいのだったら関連資料は後でいいのかなと思いまし

た。今言われていたところをご覧いただくに当たって、で総括に書いたら後

の修正も少ないのかなと思います。 

       それともう１点はアンケートですけど、ご覧いただくに当たってというこ

とで、アンケートに書いていただいた意見で皆さんとの相互のコミュニケー

ションを図りたいと書いてありますが、市民の立場で言いますと、アンケー

トでは関心があったことと、文章の構成の話が書いてあるのと、あと自由な

意見しかありませんので、これを見た人が果たして意見を書いてくれるのか

なと。ですからもう少し見開き１枚でもいいですから、市民の意見が出るよ

うなアンケートにしたほうが、後々の活用もできるのかなと思いました。以

上です。 

 

○会長    ありがとうございます。確かにおっしゃるように、２ページの「報告書を

ご覧いただくにあたって」というところの感じが非常に冷たいですね。行政

の立場だけの目線になっていますね。相手を想定していない書き方と言うか、

市民にぜひ読んでくださいという書き方になっていない、すごく事務的なの

で、Ａ４用紙１枚でもいいので、こういうところを頑張りましたとか、こう

いうところが問題なんですというものとともに写真なども入れて、もう少し

市民を目線に入れた書き方であればいいということですね。 

       それと、アンケートももう少し答えが返ってくるような質問にしたほうが

いいということですね。 

 

○委員Ｆ   何も書かなかったら、何に興味があるかしかわからないわけですね。あと

は文章の構成上の話ですから見やすいとか、見やすくないかと言うのは別に

市民から取らなくてもいいのかなと、もう少しそういった活動に参加したと

か、参加したいとかにしたほうが、後々の環境の施策に反映できるのではな

いかなと思います。 
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○副会長   去年は返ってきたのですか。 

 

○会長    アンケートが返ってきた件数ですか。 

 

○副会長   ２０か１０ぐらい。ここに去年の報告書がありますが、項目がちょっと変 

わっていますが２０か１０ぐらいじゃないですか。 

 

○事務局Ｄ  ２０ぐらいですね。 

 

○副会長   ２０ぐらい、それはまとめてないのですね。 

 

○事務局Ｄ  今手元にはございませんが、その辺りの意見を反映させた形にレポートは 

構成しています。 

 

○事務局Ａ  アンケートについては、そういうような形で細かい選択肢をつけるのは一

つの方法ですけれども、それについては各事業ではそういう方法も行ってお

ります。ここについては誘導的なことよりも、全体的な大きなくくりとして

の意見をいただくような形を取っています。 

それと今お話いただいている件につきまして、確かにこの環境レポートの

本質自体を左右する御意見をかなりいただいているように思います。今は法

の規定する中での環境レポートということで、事業報告という形で環境部が

行ってきた内容を報告したものをまとめさせていただいているのが今のこの

環境レポートでございます。そのような形で私どものメッセージを入れてい

くとか、そういうことになると基本的な構成から考え直さないといけなくな

ります。新たな環境事業レポートという形で脱皮を図らないといけないこと

ですので、しないというわけではないですけど、できましたら来年までの課

題という形で、皆さんからの御意見を賜るということでお願いできたらと思

います。 

 

○会長    写真を入れて空白を多くするなど、一忚去年までの御意見に従って見やす
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いものにしていることは確かですけど、副会長も他都市の状況をよく御存じ

で、他都市も市として実施したことを中心に事業報告みたいなものを出して

いって、余り読者を意識しないことから脱皮を図ってトピックスなどを入れ

て市民との距離をできるだけ縮めようと取り組んでいるところが多いので、

そういうイメージで多分おっしゃっていると思います。今までの御意見は共

通して、何か手がなかなか届かないということに対していただいていますの

で、すぐにではなく来年のレポートの課題としてお聞きしておきたいと思い

ます。可能であればＡ４用紙１枚ぐらいは何か入れていただけたらと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○事務局Ａ  Ａ４の部分については考えます。 

 

○事務局Ｂ  後半の２３ページ以降の部分ですが、環境マネジメントシステムに基づき

ました市の取り組み状況につきましても、実は昨年度のパブリックコメント

で全部詳しく載せるべきだという御意見をいただいていますので、それに沿

っている部分がございます。この部分につきましては、重点的なことだけ書

く形でページを空けまして、その分をトピックスのほうにページを割いてい

きたいと思います。また、委員Ｆから御指摘いただきました資料の紹介につ

いては、後ろのほうに回して、まず頭に環境基本計画に基づくトピックスと

いうものを持っていくよう修正をかけていきたいと思っております。 

 

○会長    先ほどの御説明ですと、このアンケートそのものはこのレポートを見やす

くするための何か意見をいただくという形になっていて、実際の個別計画な

どについたアンケートはもっと市民の行動に関することになっているんです

ね。 

 

○事務局Ｂ  後ほど、今後のスケジュールを御報告させていただきますが、こちらのレ

ポートにつきましては、今回の審議会で御審議していただいた上でパブリッ

クコメントをかけさせていただき、そちらで内容についての市民意見をいた

だくということです。その後公表した段階で、最終もう一度アンケート用紙
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をつけまして、こういう完成品ですけどいかがでしたか、という形で御意見

をいただくというように考えております。 

 

○会長    ほかにいかがでしょうか。委員Ｈ。 

 

○委員Ｈ   先ほどのお話を聞いていますと、今後の課題というところでいろいろある

かと思います。このレポートの対象をどちらに設定されているかというとこ

ろで市民という話だったのですが、こうして読み進めていく上で、先ほどの

話の４ページのところでの排出量に関する御質問もあったと思いますが、例

えば統計のデータが古いのではないかというお話であったり、産業部門は大

幅に減っていますが、じゃあ何故減っているのかなど、ぱっと見て理由がわ

かる方は、ああ産業が停滞してるからだなとかそういう想像がつくわけです

が、そういう疑問が出てきたときにそれに答えるような文章がここには存在

していないという、データをそのまま載せてあるとような形になっていると

いうところがあるのかなと思います。ですから実際にあまり主観を入れずと

いう話もありましたけど、分析の結果として明らかにわかっている部分は多

少は補足をして行くほうが読み手からしてみればなぜというところが、解け

ていくんじゃないかなと思います。 

 同じように２０ページですけれども、環境貢献エコ活動編の下の２３年度

の使用実績で施設の対象が広がったということが書かれておられますが、こ

こは２２年度のデータは入っていなくて、２３年度は入っているからという

ことですが、例えば２２年度の入ったデータというのはつくることはできな

いのでしょうか。実際にほかの施設も含めていったらどれぐらいになってい

たのかというのがあったほうが、数字だけを見て誤解を招くということがな

いような気もします。それと同じような意味で今後また対象がふえる可能性

があるのかどうか、そのあたりを少しお聞きしたいなと思ったというところ

です。 

 

○会長    ありがとうございます。まず４ページのところで温室効果ガスの辺は客観

的に妥当だろうという解釈が書けるのなら、もう少し解釈を書いてはどうか
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と。ただ、なかなか書きにくいところはありますよね。産業停滞とか書いて

しまっていいのかなというところはあるのですが、もし誰が考えても客観的

にそうだろうと言えるようなところは、単に数値だけを書くのではなくて、

ある程度読み手にヒントを与えるような解釈も書けばいいのではないかと、

可能であればそれも御検討いただきたいということと、２０ページのところ

ですけれども、下の表ですが２３年度は出先施設なども入れたから大幅に増

えたということであれば、可能ならば２２年度のほうも出先機関を入れたデ

ータであれば比較しやすいということですが、データをつかむとなるとかな

りの作業になりますし、その正確さをチェックしようと思うとかなりの作業

になると思うのですが、いかがですか。 

 

○事務局Ｂ  ４ページにつきましては、こちらのほうでまず２１年度のデータを記載し

ているという理由も含めて、もう少し説明の内容を追加していきたいと考え

ています。２０ページにつきましては、この載せ方について事務局の中でも

大分議論をいたしまして、非常に増えた数字になっておりますので、見てい

ただくとびっくりされる数字になっていますが、あえて今回こういう形で載

せまして、御意見をいただきたいと思っております。２２年度までにつきま

しては、省エネ法に基づく調査と環境マネジメントシステムに基づく調査と

いうのが、なかなか調査対象範囲というのがまだ確定していない部分がござ

いまして、まずそこのベースをそろえる必要がある。調査の対象が確定しな

いことには経年の変化を確認できないと思っておりますので、２３年度の実

績についてまず市役所全施設、把握できる範囲で全ての施設を対象として取

ろうということで、あえて対象範囲を増やして載せさせていただいています。

ですから申し訳ありませんが、２２年度の実績で言いますとつかみきれてい

ないというのが正直なところであります。今後につきましては、例えば学校

園でありますとか、水道の施設でありますとか、別の調査で把握している部

分がございまして、まだ全てのデータの統合とまではいたっていないのが実

情ですので、市役所に絡む施設の使用量について全て把握していった上で経

年の変化を見ていくという方針で整理していきたいと考えているところです。 
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○会長    委員Ｈがおっしゃるように、例えば都市ガスなどでも莫大な数値の差があ

りますよね。こういうところが単純に誤解されるといけないので、確かにな

ぜ違うのかという説明はありますが、そこをもう少し詳しく文章として表現

するとか、表の欄外に説明を入れるなど、データをこれから抽出するのが無

理であれば、もう少しここのところを誤解されない丁寧な書き方をすればい

いのではないかと。それでいいですか、委員Ｈ。 

       それでは、何かほかにありますでしょうか。なければ次の自然環境部会の

報告に行かせていただきたいですが。何か１番目の議題について言い足りな

い、例えば、このレポートの中にある用語が難しくて、普通の人にはこれが

理解できないみたいなものはありませんでしたでしょうか。そういうの結構

ありますよね、自分だけわかっている書き方とか第三者には伝わらないとい

うふうな難しい用語とか、そういう気になるところはなかったでしょうか。 

 

○委員Ａ   かなり問題意識を持っている方でないと、ちょっと理解しがたいねという、

そういう部分は一杯ありますからね。そこは今後の課題として大いに留意し

ていただいて、記述していただければ非常にありがたいなと思います。 

 

○会長    本当に写真など入れて、レイアウトとか随分考えていただいて、今までの

経緯をずっと見ますと改善されたと思います。それでもやっぱり市民に読ん

でいただきたいのであれば、また次年度以降でも市民に見やすいという点で

まだ工夫が必要だということですね。はい、委員Ｅ。 

 

○委員Ｅ   時間がないのに済みません、せっかくなので。今までで結果、具体的なも

のが足りないですとか、課題とか今後の予定とかがあったり、なかったりと

いう話がありましたが、私が感じたのは最初に目標と言いますか、個別の環

境保全計画に関するパンフレットとかに書かれているとは思いますが、まず

こういった明石市全体で目ざしていく目標像があって、環境レポートがこう

いった位置づけでやっていく、といった前置きみたいなのが冒頭に欲しいな

と思ったのが１点。 

       あと最後の細かい表ですね、これについては少し工夫すれば見やすくなる
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と思います。例えば、一番端に課があって政策室、政策室と並んでいますけ

ど、これを１つにまとめればすっきりすると思いますし、あるいはこういっ

た課、取り組み名称、というふうに並べるのはやめて、一番左側にテーマ、

例えばエネルギーとかごみの関係とか自然環境に関するものとか、そういっ

た項目を定めて区切っていって最後に実施化率みたいなものにしたほうが、

私は個人的には見やすいと思いました。例えば、ガソリンのことが何回も出

てくるわけですね。ガソリン削減とか、そういったものが複数の課が実施さ

れているので、まとめる方向で整理したら非常に見やすいものになるかなと

思いました。済みません、以上です。 

 

○会長    ありがとうございました。後のほうの御意見では、２３ページの表のつく

り方次第でもう少し親近感のある見方にできるのではないかということです

ね。課と取り組みの名称をまとめるとか、テーマとか項目を一番左側に持っ

てくるとか、もう少し集約した書き方であると見やすいのではないかと。表

の構成そのものを変えれば見やすく、短くできるのではないかという御意見

と、最初のほうの御意見ですと、Ａ４で新しくまとめるとしても、明石市は

こういうふうに向かっているというような目標があって、今はこういうこと

を一生懸命やっている、のように最初の出だしがあればわかりやすいのでは

ないかということですね。 

 

○委員Ｅ   レポートの枠を超えるかもわかりませんが。 

 

○会長    １３ページに環境基本計画の目指す環境像というのがありますが、順序と

して後ろになっていますし、方向性みたいなものをまず市民の皆さんに印象

づけて書き出したほうが前向きな印象を与えられるということがあるので、

Ａ４用紙１枚ぐらいを挿入していただくなど、そういうことも工夫していた

だくということでよろしいでしょうか。方向性のわかるような文章を工夫し

ていただくということで、ありがとうございました。 

       では、続きまして、次第２の第１２回自然環境部会の報告について、事務

局より説明をお願いいたします。 
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○事務局Ｃ  失礼いたします、事務局のＣより明石市環境審議会自然環境部会第１２回

の報告をさせていただきます。 

       本日、委員の皆様のお手元に資料３の差しかえ資料を配付させていただい

ておりますので、そちらをご覧いただきまして説明させていただきます。 

 自然環境部会は平成２４年９月２６日水曜日１４時より、ここ明石生涯学

習センターにて開催いたしました。出席者は自然部会員の方６名、副会長、

事務局４名、昨年度の自然環境調査を担当いたしました日本ミクニヤ株式会

社菊川氏の計１２名でございました。 

       自然環境部会の議題ですが、平成２３年度自然環境調査等の報告について。

平成２４年度自然環境調査等の実施について。「生物多様性あかし戦略」に

ついて、の３議題でございました。 

       まず、平成２３年度自然環境調査等の報告についての報告では明石川及び

兵庫県立明石公園生物生態系調査の報告を日本ミクニヤ株式会社菊川氏より

報告いただきました。この調査は「生物多様性あかし戦略」推進のための調

査５カ年計画の２年目として実施いたしました。報告の概要は資料３の１に

記載しておりますとおりでございます。明石川の魚類と、明石公園の鳥類、

魚類、哺乳類、両生類、爬虫類、植物類、昆虫類を調査しております。各種

類の確認種等については記載のとおりでございます。 

 次に、平成２３年度外来種生息域実態調査の報告を事務局よりさせていた

だきました。調査の概要は記載のとおりでございます。調査はＮＰＯ法人日

本ウミガメ協議会が実施いたしております。調査の結果は、３３カ所のため

池で捕獲個体数が５３９、内訳といたしましてミシシッピアカミミガメ３７

４、クサガメ１６３、スッポン２でございました。調査の結果、市内のため

池ではミシシッピアカミミガメが非常に多く生息していることがわかりまし

た。 

       次のページをご覧ください。平成２４年度自然環境調査等の実施について

ですが、今年度は明石川及び明石市内のため池群生物・生態系調査とミシシ

ッピアカミミガメ生息域実態調査を行っております。まず明石川及び明石市

内のため池群生物・生態系調査の中間報告を事務局よりいたしました。この
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調査は「生物多様性あかし戦略」推進のための調査５カ年計画の３年目とし

て現在実施しております。中間報告の概要は記載しているとおりでございま

す。なお、ため池群の植物類と鳥類につきましては、この冬季の１１月から

１２月にかけて２回目の調査を予定しております。 

       次にミシシッピアカミミガメ生息域実態調査の中間報告を事務局よりいた

しました。中間報告の概要は記載しているとおりでございます。中間報告の

一番下に記載の捕獲個体数の推移をご覧いただきますとわかると思いますが、

いずれの調査池をとりましても順調にアカミミガメが減っていることが伺え

ます。 

       次のページをご覧ください。「生物多様性あかし戦略」についてですが、

こちらは「つなごう生きもののネットワーク 生物多様性あかし戦略」の各

課の取り組み状況について、事務局より報告させていただきました。取り組

み内容は記載のとおりでございます。「生物多様性あかし戦略」の基本方針

に基づき、それぞれの地域での活動方針や活動計画について協議する場、生

物多様性あかし戦略推進会議の設置を図っていきたいと考えております。 

       以上、簡単ではございますが、自然環境部会第１２回の報告を終わらせて

いただきます。 

 

○会長    ありがとうございました。自然環境部会の委員の皆様で何かつけ加えるこ

となどございませんでしょうか。委員Ｂ。 

 

○委員Ｂ   私も自然部会に入りましていろいろ話をしております。その中で最後のと

ころに生物多様性あかし戦略推進会議というのがあり、物多様性あかし戦略

ができたときにこういうものをつくって推進していこうということが決まり

ました。先ほどの環境レポートの中でも、なかなか数値が難しいという話が

ありましたけども実際に自然関係のことをいろいろやっていまして、なかな

か数値的なものが取りにくいのは事実です。しかし感覚的にはいろいろな貴

重な生き物とか植物がどんどん減ってきているのではないかなというのを実

感しております。その中でやはり早く推進会議というものを立ち上げて、専

門家の方々の意見も聞きながら具体的に明石の中で何を優先的に、どこをど
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うすればいいのかということを決めていく必要があるのではないかなと思い

ます。今日は環境審議会の皆様にできれば具体的に、例えば本年度中ぐらい

にこういうものをつくるよというところまで具体的な期限を設定していただ

けないかなというのが私の個人的な意見です。今日は自然部会長がいらっし

ゃいませんのでその話はできてはいないですが、皆さんの御意見をお聞きし

たいなと思います。 

 

○会長    生物多様性あかし戦略推進会議の設置につきまして、市としてはどのよう

にお考えなのでしょうか。 

 

○事務局Ｂ  生物多様性あかし戦略は今委員Ｂからも御紹介いただきましたように平成

２２年度に策定しておりまして、その策定の時点では全国の市町村で６番目

という早い段階で策定したところでございます。その中で戦略の推進を図っ

ていくための推進会議ということで、生物多様性あかし戦略推進会議の設置

を図っていくとうたっております。戦略の推進につきましては、計画ができ

まして２年ほどたつのですが、まだなかなか進捗というのが十分にできてい

ないというのが正直なところでございまして、今回の自然環境部会で戦略の

全ての項目につきまして、明石市のさまざまな部署での取り組み、あるいは

市民団体の皆様の取り組み、県などその他の行政機関での取り組みを紹介さ

せていただいて、進捗状況を管理をしていきたいと考えているところでござ

います。今、委員Ｂからの御指摘にございましたように、具体的なフィール

ドを決めて、その中でどのような活動方針や計画を立てて、市として取り組

んでいけるかということについて、必要性を認識して取り組んで行こうとい

うところまでは来ているのですが、具体的な場所の設定まではいたっていな

いというのが正直なところでございます。 

 

○会長    委員Ｂは、設置についていつまでに、という御意見だったと思うのですが。

それについて市のお考えはいかがでしょうか。 

 

○事務局Ａ  この生物多様性戦略は全国で６番目に策定したわけですが、その後の全国
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の動向を見ていきますと、その当時は報告展とか開催されてかなりのもので

したが、どうも全国の浸透具合がなかなか思ったようには進んで行かないと

いう現状もありまして、逆に先端を行っているだけに研究事例というものが

非常に少なくて事務局としてもかなり苦労しているのが現実にございます。

と言いましても推進会議の設置をうたっているのも事実ですので、周りの市

町でつくっているところも調査して、具体的な日時はこの場でお伝えするの

は難しいと思いますが、スケジュールを組み立てて、また部会でも報告させ

ていただければと思います。 

 

○会長    委員Ｂの御懸念のいつまでにというのは、そこまでは明確には言えないと

いうことですが、自然環境部会の皆さん、何かこのことについて。よろしい

ですか。委員Ｂから、このような明確な御意見をいただいたこともありまし

て、市でもそのことについて御検討いただくということでよろしいでしょう

か。ほかに何か事務局の御説明で御意見はございませんでしょうか。 

 

○副会長   意見ではなく尋ねてみたいのですが、私は自然環境部会に出席させていた

だいて何もわからないので聞いていたのですが、そのときに自然部会長が自

然の爬虫類とか魚とか、それの報告書がまだあるということで、その辺を探

してみてデータを集めたらどうかとおっしゃっていたと思いますが、その辺

は探されたのでしょうか、それだけお伺いしたいと思います。 

 

○事務局Ｂ  自然環境部会で部会長から明石市内の自然調査については多年度のデータ

があるので、それを踏まえ切れていないのではないかという御指摘をいただ

きました。その調査の確認をもう一度いたしますと、平成２０年度ぐらいか

ら明石市が携わって主体で調査を行っている分だけでも相当なデータがござ

います。それの集約と言いますか、データベース化というのは課題として考

えております。まだその作業までは入れていませんが、課題として認識して

おりますので取り組んでいきたいと考えております。 

 

○会長    この明石の生物多様性あかし戦略というのは、全国でも非常に注目された
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と言いますか手本になったんですよね。だからその進捗管理についてもリー

ドしていただきたいというような期待があります。何かこれにつきましてほ

かに。はい、委員Ｉ。 

 

○委員Ｉ   １点、外来種のミシシッピアカミミガメですが、調査の２回目で大分減っ

ているというのは、単純に１回目に大量に捕獲したからということなのか、

あるいは特別な対策をやって効果が出たということなのかというのが、素朴

な疑問なのですが。 

 

○会長    減った理由ですね。何か。 

 

○事務局Ｃ  ミシシッピアカミミガメの今年度の調査でしょうか。中間報告で、調査開

始当初から確かにどの池もミシシッピアカミミガメが大量に捕獲されまして、

それが日を追うごとに数が減っていっているという調査報告が上がってきて

おります。 

 

○会長    今の御説明ですと、最初に一気に捕獲したので減って、それからも捕獲し

に行ったということですか。 

 

○事務局Ｂ  実際に捕獲方法につきましては、昨年度ミシシッピアカミミガメの実態調

査ということで、かごを仕掛けてみました。その方法についても今年度改善

改良していただいて、定点的にかごを仕掛けて、捕獲した亀の中からどれだ

けアカミミガメがいて、ほかのクサガメがいて、イシガメがいてというのを

やっているのですが、調査していくごとにだんだんアカミミガメの比率が下

がってきている状況です。ですから今はデータを蓄積している段階の途中で

やり方は変えてはいないです。この結果を受けまして、どのような捕獲をす

れば数を減らしていけるのか、何割ぐらいまで減らしていくことができるか

ということについて検討していきたいという段階です。 

 

○会長    確かに、こういうふうに数値ばっかり書いてあると、その数値の意味って
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疑問に思いますよね。確かに今はまだ収集中なので結論ではないし、なかな

か解釈を書けないというのはわかるのですが。 

 

○事務局Ａ  これにつきましては、まだ中間報告でございますので、この実態調査が終

了しましたら委員の皆様には御報告させていただきたいと思います。その中

でグラフの表示とかいうのもしてまいります。それと部会のほうでも自然部

会長から御指示いただいたのですが、全国的にやっているところがほとんど

ないと。 

 

○会長    ないのですか、そうすると貴重ですよね。 

 

○事務局Ａ  現実に手探りでやっていて、この部会でも御報告させていただきましたが、

結局この亀を捕獲するには池の水を抜いたらどこかに行ってしい、また入れ

たらどこからか帰ってくるというので非常に扱いがしにくい亀でございます。

そういうことで経年の調査をしていかないといけないところがございますの

で、どういう形で最終的にこのアカミミガメを対処していくかということは

もう少しお時間をいただく必要があるのではないかと考えています。 

 

○会長    ただ、前半の委員Ａからいただいた御意見とか、先ほどの先生の御意見に

しても、何かクエスチョンマークと言いますか、すごく関心があるのにと。

先ほどの御説明ですと、この調査をしていること自体がすごくトピックスで

あるのなら、貴重なことをやっています、というそのものをどこかで表現し

ていただいたらもっと市民の関心を引きつけられると思います。 

 

○事務局Ａ  ありがとうございます。トピックスを何にするべきかと考えていましたの

で、１つそれはつくってみたいと思います。 

 

○委員Ａ   亀は神戸の水族園に持って行っているという話でしょう。水族園ではどう

しているんですか、それを飼っているんですか。 
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○事務局Ｂ  亀楽園と言いまして、亀の専門の施設で収容しております。実はこのミシ

シッピアカミミガメの捕獲については、実際に川などでは、えさをあげてい

る市民の方もいらっしゃるようです。そういう市民感情の部分もありまして、

事務局としても、取り組みとして必要なことだというのは認識しているので

すが、どこまで大々的に言っていいのかというのを悩んでいる部分はござい

ます。 

 

○委員Ａ   確かに難しいところですね。 

 

○会長    こういう明石市独特のことがあるのであれば、もっときっちり表現したら

いいのにと思いますね。何か知る人ぞ知るみたいな感じではなくて、きっち

り書いていただいたら市民の方たちもそういう調査をやっているということ

自体が誇りになるという感じですね。そう思いますので、このことも書いて

いただいたらなと思います。 

 

○委員Ａ   神戸新聞にでも提供してアピールすればどうですか。 

 

○会長    中間報告でデータの収集中であるとは言え、恐らくこの自然環境部会以外

の皆様から見られて数値だけ並べられても何のことかわからないということ

もありますよね。それと、推進会議の設置を考えていらっしゃるのであれば、

来年度以降の予定など、目標としてこの環境レポートに、万一予定どおりに

行かないにしても、そういうことを計画しているのであれば、そのようなこ

とを考えています、とこのレポートにも書いてはどうかと副会長から御意見

がありました。つまり、このレポートがなかなか前向きな雰囲気が伝わって

来ないということですよね。 

       ほかに何かありますか。はい、委員Ｊ。 

 

○委員Ｊ   そのミシシッピアカミミガメなんですけど、こんなに話題になっているの

だったら、やっぱりアップの写真が必要ですね。 
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○会長    そうですね、私もそう思います。 

 

○委員Ｊ   だから、例えばこのレポートの６ページですね、オニバスの写真がしつこ

く出ていますが、この中の１枚を亀のアップの写真にするとか、本当に話題

にしたいなら表紙にもそういう亀の写真も必要かなと思います。そういう取

っつきがないとなかなか、市民女性としたら入り込んで行かないですので。 

 

○会長    何かきっかけが必要ですよね。本当に今までの御説明を聞いていますと、

ところでそのアカミミガメってどんなものって思いますよね。そういう写真

を入れていただいたらいいのではないかと。多分それは単純にできることな

ので、このオニバスの写真を１枚、アカミミガメに変えていただくというこ

とを御検討いただきますようお願いいたします。 

       では、ほかによろしいでしょうか。今日は本当に貴重な御意見をいただい

たと思います。大事だけど、どう表現したらいいのかわからないということ

を委員の皆様から言葉として表現していただいたので、今年度はできないに

しても来年度以降の改善のきっかけとなる貴重な御意見をいただいたと思い

ます。 

       では、次第３のその他です。その他につきまして、事務局から御説明お願

いいたします。 

 

○事務局Ｂ  その他の環境レポートの公表までのスケジュールについて、御説明させて

いただきたいと思います。資料１のほうにお戻りいただきますでしょうか。 

 中ほどに図を表示しているのですが、環境レポートの公表につきましては、

本日の御意見をいただきましたレポート案を元にしまして、パブリックコメ

ントを予定しております。期間としては１１月２０日から１２月１４日を予

定しています。今日、たくさん御意見をいただきましたので、特にトピック

スの部分でありますとか、後半の環境マネジメントシステムのページの部分

など、そちらの部分について特に反映していきたいと考えています。 

 パブリックコメントを実施いたしまして、今年中には環境レポートの取り

まとめをさせていただき、先ほど御指摘がございましたようにレポートの記
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載方法を変更いたしまして、完成品にアンケートの部分を載せ冊子の作成を

していきたいと考えております。以上です。 

 

○会長    ありがとうございました。完成品にアンケートを載せて、それでまた伺う

ということになっているのだそうですけど、ただいまの事務局からの説明で

何か御質問などございませんでしょうか。それと、全体を通しまして何か言

い忘れているということがございましたら、何か。よろしいでしょうか。 

       では、本日は貴重な御意見をいただきまして本当にありがとうございまし

た。 

       ほかに何もないようでしたら、これで本審議会を閉会したいと思います。 

      本日はどうもありがとうございました。 

１６時３６分 閉会 

 


